[image: image1.jpg]



[image: image2.jpg]


[image: image3.png]



 　
　       
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作：Ryousuke.Hirakubo







　　　　　　　　　　　

　



　




















�





maru通信No.６
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栃木県日光市森友５００


Fax　028-601-7177


Mail:nyaon222@yacht.ocn.ne.jp





約束すること、守ること


そして褒めること








ここ数年、小学校に通っ


ている子どもの支援をして


いる。ある年の四月初め。


こんなことがあった。


職員室にいると、一人の子どもがものすごい


勢いでドアを開き入ってきた。入ってきたと思ったらソファーや机に飛び乗り跳ね、それから校長室へ向かった。校長室の棚の高いところへ登り、置いてあった竹の置物を振り回した。そして、もう一度職員室に戻りパソコン室の鍵をとった。私は、「子どもは鍵を勝手に持って行ってはいけません。」といった。すると「このクソババ！ぶっ殺してやる！死ね！」といい校門から出て行こうとした。





　彼は二年生。言葉もよく知っているし、学習の遅れもない。しかし、暴言・暴力・飛び出しがひどく、自分の意思に添わない事はしようとしない。意思に沿わないことをさせようとすると唾を吐く。叩く。学校から出て行ってしまう。長い棒が好きで、さすまたを持って歩いていた。一年生のとき、教室には入れたのは三日程度ということだった。


　この子の話をすると「よくなるんですか？」と聞かれ、驚く。








現在、彼は大変落ち着いている。支援を始めて二ヶ月目には暴力が減り、テストやプリントを破る事もなくなった。暴言も減った。教室でほとんどの時間を過ごしている。みんなとノートをとり、教科書を使って一斉授業が受けられるようになった。自分の意に添わないことがあっても乗り越えられるようになるなど、感情のコントロールが出来るようになり、交友関係も広がっている。





適切な支援をすれば、子どもは変わる。』


彼を通して強く思った。でも現在、現場では経験不足などもあり、適切な支援を出来る人はまだ少なく、親や支援者は、苦しんでいる。そして、当事者である子どもも、それ以上に悩み苦しんでいる。


私になにかできることがあればと思い、うまくいった支援方法を書いてみることにした。





今回した事は、支援者との信頼関係ができて、安心、安全と思える状況が出来た後、発達段階までさがり「育てなおし」を行なった。


→安心・安全（寄り添って過ごし、困っているところを見つけどうすればいいか教える）　→感情のコントロール（気持ちを言葉にする）　→ルールを知る　→ルールを守る　


→体験・経験を増やす（根気よく続ける）　


→たくさん褒めるという流れです。





　








約束は誰のために守るの？





親や支援者は「約束を守れる子どもになって欲しい。」と願っている。しかし、大人が考えるとおり約束を守れる子はなかなかいない。なかでも発達に障がいがある子やその周辺領域にいる子どもは、ルールを理解したり身につけることが苦手である。しつけの中で行なわれる約束のほとんどが、「相手が決めた約束」です。実のところ親や先生など大人の都合や希望が優先されていることが多いのではないでしょうか。


それは子どもにとって関心のないことであったり、無理な内容や高いレベルの取り組みであったりする場合があります。そうなると「取り組み方がわからない、守ることが難しい、関係がない」と感じ、そのとめに「約束をやぶる、守れない、取り組まない」となります。


その結果、当然ですが、「約束をしても、守れないから怒られる。」「怒られるから嫌な気分になる」となり自信を失うことになります。


そこに、何らかのメリット、つまり「約束が守れた=ほめられた。


認められた。いい気持


ちになり、よいことが


あった。=できる自分を


感じて、次も頑張ろうと


思える」という流れに乗


せる必要があります。











約束の究極は、社会的習慣です。約束を守れるようになるためには習慣化することです。


約束は、子ども達が自分の気持ちに気がつくきっかけとなります。「使ったものは片付ける。それから遊ぶ。」と約束する。片付けず遊びに行こうとしたら、「約束は何だったかな？」と子どもに気づきを与えます。この場合、遊びが阻害された不快感ではなく、忘れていた片づけに気づかせているので、子どもにやらされているという感覚ではなく、主体的に行動がとれます。


もちろんすぐにはできません。ルールを子どもがわかる形で伝え、はじめは流れを細やかな段階で作ってやることが大切です。そしてたくさん経験させていきます。その時、約束を守ることより、約束によって子ども自身の行動を律することに目を向けましょう。「相手が決めた約束」は、約束が守れたときに褒め、約束が習慣化すると意識せず行動が移せるようになります。


しかし、約束は相互に取り決めることが原則です。約束という名の不幸にならないように。約束を子どもに意識づけ、実行につなげられる有効な支援として「お互いにやり取りしながら約束事を決め、それを守る」という機会を意識しましょう。





約束を守らせるときの考え方とポイント





①「問題行動を減らす」のではなく「よい行動を増やすために」という考え方で取り組む。「失敗しても挽回」で失敗体験を減らす。








②約束の内容とレベルを考えて、子どもにあったものから取り組む。


→ほとんど一人で出来ること。


→もう少しでできそうなこと、時どきできること。→できないこと、守らせたいこと。の順番で。





③一度決めたら習慣化。支援者は徹底して継続させます。安易な約束は、子どもを苦しめます。


④できたら褒める！！子どもに伝わる方法で、本当に出来たと感じたときに。





失敗したら・・・本人にどうすればよかったか


フィードバックし、時間をあけず挽回！





最後に・・・


子どもはみーんないい子でいたい。できるようになりたい。素晴らしい自分でいたい。ほめられたい。そう思っています。できることなら望まれる姿を発揮したい。その思いに例外はありません。大人も叱るより褒める方が気持ちいいですよね。


悪いことをしたら、もちろん叱りましょう！でも、同じくらい小さなところに目を向け、いっぱい、いっぱい褒めていきましょう。








活動報告　●


　　　　　　　　　　活動の一部をご紹介いたします。





まるまるクラブ




















一月三十一日『雪の森を歩こう』


　那須高原山に出かけました。


雪の森に出かけスノーシューを


しました。小山を登り抜群の風


景の中を駆け下りてきました。


午後は、皆の意見で、かまくら


を作ったり、そりで遊びました。





二月十三日～十四日『雪の森で雪祭り』


那須にみんなで一泊しました。


この日の雪はパウダースノー。


やわらかくて最高です！雪遊びの


後に幻想的な雪祭り。歌や芸を披


露してくれました。二日目は、


ネイチャースキーで滑って遊び


ました。





三月七日　『雪の森ハイキング』


　この日は、みんなの大好きな日光


へ出かけました。スノーシューを履き


山歩き。坂道をどんどん登り、帰りは


やわらかい雪の中を降りてきました。


お昼は雪の中でチーズフォンデュを


おやつにはチョコレートフォンデュを


しました。

































































　





一月三十日『クロスカントリースキーと雪遊び』


　大人も子どもも参加。クロス


カントリースキーを履き、日光連


山を望む景色の中を歩きました。


お昼の後は、ソリすべりをしたり


雪風呂？をしたりしました。あっ


という間に時間が過ぎました。





十一月十九日『焚き火のパーティー①』


　焚き火を使って何しよう。


というわけで、今回は焚き火で料


理と土をこねて縄文土器作りをし


ました。以前は自分から苦手だっ


た子も、去年の経験もあり、自分


で作り上げられるようになってい


ました。すごい！！





十二月二十日『焚き火のパーティー②』


　この日はなんと雪。土器を焼く


ため火を入れた後、皆いっせいに


雪遊びとなりました。雪を前に、


子ども達はパワフルでした。お昼


は、ドラム缶を使ってピザを焼き


ました。その後、バイオリンの生


演奏も聴きました。盛りだくさん


の一日でした。





































































































障害のある人もない人を


対象としたプログラム











プログラムに参加して





　小３の一人息子と


一緒に年間のプログ


ラムに参加してきまし


た。息子と過ごす土・日は、家事をしながら、進まない宿題・ほうっておくと、まったくやらない勉強・遊びっぱなしのおもちゃやらを片付けさせようと親子バトルが繰り広げられ、イライラして子どもにぶつかって過ごしがちです。やさしいお母さんを目指しつつ、なぜか今日も、どなりちらしてしまったと反省するけれど、ちっとも状況が改善されない毎日です。


でも、まるの活動では、焚火で遊んだり、雪遊びをしたり、キャンプをしたりと、子どもは自分達で遊びを見つけてのびのびと過ごしてくれます。自然の中での活動は、「自分を傷つけない・人を傷つけない・楽しむ」という３つのルールを守ることができれば、大人がやいやい言わなくても、ほとんど制限しなくても、子ども達は自由に過ごすことができるようです。


私も、子どものことはほうっておいて、自分自身が楽しめる時間を持てています。カヤックで行く綺麗な浜の湖に潜り水の気持ち


よさを感じ、雪の森を澄んだ空気を吸い込み


ながら歩き、雪の上にころがり、静かな自然





の美しさに日常にはない広々とした時間の流れを感じることができました。


　


子どもの頃にこんな体験をすることができたら、世界の美しさや広さや可能性を感じ、人生感も広がるのではないかと思います。


何度も参加していると、子どもたちが考え、自分で工夫したり、挑戦したりしているなと感じることがあります。沢山の経験をすることで、たくましくなり、自分に自信をつけてきているようです。ついつい、口や手を出してしまいがちなのですが、プログラムに参加している時は、自分の子どものことは見ないようにしているので、自然と息子は自分のことは自分でするようになり、うるさく言われずに済んでのびのび活動できるようです。もっと、日常生活でも、子どもの可能性を信じて押しつけの要求ばかりしないようにしてあげなくてはと反省。自分の子どもの頃、宿題をちっともしないでいたことを思い出し、要求するより、存在してくれているだけて幸せなんだと感じられる余裕を持っていきたいです。子どもを育てて


いるつもりで、実は子ど


もに育てられている。


そんな弱い自分を感じな


がら、これからも負けず


に頑張っていきたいです。


（相田）





ボランティアスタッフ


を募集しています。


自然が好きな方、アウトドアが好きな方、人


が好きな方、是非一緒に遊びましょう！！








●　編集後記●　





　暖かくなって、体がうずうずしてきました。何をしようか？と考えていて、今年は「外に出て行こう」と思いました。外は、他の場を見たり、他の団体とつながったり、勉強しにいくなどです。苦手な部分でもありますが、子どもに要求するばかりでなく私も挑戦して、新たなことを吸収して、maruに還元できたらと思っています。
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●　問い合わせ、お申し込み　●


　　　　　　　　　　　　『　maru（まる）　』 





〒321-2335　栃木県日光市森友５００


Fax　　 028-601-7177 


Mail　　　 　 nyaon222@yacht.ocn.ne.jp  


携帯　　　    080-6582-8965


HP      � HYPERLINK "http://mito.cool.ne.jp/nyaon222/" �http://mito.cool.ne.jp/nyaon222/�
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